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みなさんの一生懸命な姿に心打

たれた１日でした。これからの学校

生活、学校行事に対しても真剣に取

り組み、学年で協力し合って、より良

いものを創っていきましょう。 

 

                      「文化発表会」      B 組３０番 渡邉日凪子 

文化発表会の練習を頑張っていた。でも、頑張っているつもりだったかもし

れない。 

 定期考査が終わり、本格的に文化発表会が始まった。学年合唱の曲は、「大

切なもの」と「My Own Road」だ。音楽の授業では、リズムや音程を覚えるこ

とをベースに取り組んだ。私は、音程を覚えることが苦手だった。アルトパート

のみんなに置いていかれないように、クロームブックを使って練習をした。それ

から、アルトパートのみんなで合わせる時、音程がしっかり揃っていた。次は、リ

ハーサルを頑張ろうと決意した。 

 そして迎えたリハーサルの日、緊張しながらひな壇に立った。練習してきた歌

を歌った。一生懸命歌った。自席に戻り、二年生と三年生の歌を聴いた。一学

年全員で歌った雰囲気と違った。リハーサルが終わり、佐々木先生が行った。 

「もっと出来るよ。」 

その時、ハッとした。今日は全力で歌えていただろうか。この歌声で感動さ

せることが出来るのだろうか。この二つが最初に思い浮かんだ。クロームブッ

クを使って最終調整をした。 

文化発表会当日、午前の部が終わり、給食でお腹を満たした。ついに、自

分たちの番がきた。大きく口を開けて精一杯歌った。緊張なんか吹き飛んで、

自然と口角が上がった。 

文化発表会を通して、一番最後にいいものではなく、最初からいいものを

創り上げていくことで良い作品になると考えました。圧倒することは出来なか

ったかも知れないけれど、学年が上がったら、体育館に居る人全員を圧倒さ

せられるように日々成長していきたいです。 



 

 

＜保護者の皆さまへ＞ 

文化発表会、学校公開でのご参観、アンケート等へのご協力ありがとうございました。こ

れからがさらに楽しみな１学年です。今後ともよろしくお願いします。 

さて、繰り返しお願いしております、ESAT-J YEAR1 生徒・保護者申し込みの締め切

り、１１月１０日（月）が近づいています。まだ約半数が登録されいない状態ですので、ご協

力をお願いします。学校からもお電話にて直接ご連絡することがありますのでご了承くだ

さい。 

「声を合わせて心を一つに」 

                                            A 組２３番 中谷柚稀 

文化発表会で、学年全員で「My Own Road」を合唱しました。私はパートリ

ーダーとして、アルトの人をまとめる役をしました。練習のときは、歌う姿勢がく

ずれてしまう事が多く、なかなか声をそろえる事ができませんでした。みんな

で姿勢を意識して練習を重ねるうちに、だんだん声がそろっていきました。本

番では、全員が背筋を伸ばし、表情を意識して歌うことができました。そのお

かげで、ハーモニーがとてもきれいに響き、会場が一体になったような気がし

ました。歌い終わった瞬間、大きな拍手をもらい、達成感と感動で胸がいっぱ

いになりました。今回の経験で、仲間と協力することの大切さや、努力が形に

なる喜びを改めて感じました。次の合唱では、ただ声をそろえるだけでなく、1

人ひとりの感情をもっと歌に込めて、聴く人に心を届けたいです。来年も、文

化発表会は、自分の声をもっと届くようにしたいし、「感動の上の圧倒」までレ

ベルアップしたいです。 


